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大会コースセッティング（予定）

【大会コースセッティング】

項 目 設 定

ティインググラウンド 刈り高 8mm

フェアウェイ 刈り高 10～11mm

ラフ 刈り高 100mm

セミラフ

幅 1.8m 、刈り高 30mm

パッティンググリーン

スティンプメーター 12 ﾌｨｰﾄ

コンパクション 24～25(山中式)

【距離とパー（予定）】

7,081 ヤード、パー70

HOLES 1 2 3 4 5 6 7 8 9 OUT

YARDS 378 517/494 210 456 402 601 162 464 385 3,575

PAR 4 4 3 4 4 5 3 4 4 35

HOLES 10 11 12 13 14 15 16 17 18 IN

YARDS 408 395 382/334 175 513 407 204 415 607 3,506

PAR 4 4 4 3 4 4 3 4 5 35

TOAL 7,081Yards Par70
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開催コースのご紹介

【千葉カントリークラブ・梅郷コース】

都心から車でおよそ１時間。千葉県北西部に位置する野田市に野田コース、川間コースに

続き 1959 年（昭和 34 年）に千葉カントリークラブの３番目のゴルフ場として開場した。

開場から 2 年後の 1961 年（昭和 36 年）には関東プロ選手権競技（優勝：中村寅吉）が開

催され、さらに 1 年後の 1962 年（昭和 37 年）には日本オープンゴルフ選手権競技（優勝：

杉原輝雄）を開催している。

2000 年（平成 12 年）より、中長期のコース整備計画の指針となる各コースのコンセプト

を定め、梅郷コースについてはその中で「本格的チャンピオンコース」を目指すとし、2001

年（平成 13 年）から一部テンポラリーグリーンを使用し、営業しながらのワングリーン化

工事が進められた。

グリーン廻りの改造工事が終了した 2005 年（平成 17 年）には、この年より始まった

「HITACHI 3 ツアーズ・チャンピオンシップ」が開催された。

2007 年（平成 19 年）には、6 月に関東ゴルフ連盟主催の関東アマチュアゴルフ選手権決

勝会場として決定していたが、5 月にマンシングウェアカップで国内男子ツアー最年少優勝

記録を更新したばかりの「ハニカミ王子」こと石川遼選手の同選手権への出場がすでに決

まっていたこともあり、関東ゴルフ連盟主催の競技としては異例の 4 日間で約 12,000 名と

いうギャラリーを動員するという事態となった。

また、同年からは「朝日杯・信夫杯」の開催コースとして梅郷コースを提供しており次世

代を担う学生ゴルファーの応援も行ってきた。

2011 年（平成 23 年）には男子ツアーのダイヤモンドカップを開催し、小田孔明選手が優

勝した。

今回の日本オープンの開催は千葉カントリークラブとしては 1962 年（昭和 37 年）以来実

に 52 年ぶりの男子のナショナルオープンを迎えることとなるが、開場以来変わらないクラ

ブハウスで半世紀の時を超え、再び日本オープンを開催出来ることをクラブの誇りとし、

男子トッププレーヤーの最高の技術を引き出せるような最高の舞台を用意出来たことと思

う。

【競技開催実績】

日本オープンゴルフ選手権：1962 年（優勝：杉原輝雄）

日本学生ゴルフ選手権：1969 年（優勝：片山 康）


